第３回家庭部門会議の概要
１．テーマ　　家庭部門おける地球温暖化対策と環境・エネルギー教育の推進について
２．目的
・
３．会議の開催
（１）日時：平成29年2月１４日（火)　1３時３０分～1５時３０分
（２）場所：あべのルシアス　大阪市会議室Ａ
（３）出席者
【消費者団体、環境NPO】
大阪府生活協同組合連合会、なにわの消費者団体連絡会、ＮＰＯ法人関西消費者連合

会、全大阪消費者団体連絡会、公益社団法人全国消費生活相談員協会、公益社団法人
日本消費生活アドバイザー・コンサルタント相談員協会、NPO法人ひらかた環境ネットワーク会
議、ＮＰＯ法人摂津市人材サポート・ビューロー、NPO法人大阪環境カウンセラー協会
【エネルギー供給事業者】
関西電力(株)、大阪ガス(株)、オリックス(株) 
【国・自治体等】
大阪市、堺市、豊中市、大阪府、大阪府地球温暖化防止活動推進センター
（４）概要および意見等
①家庭部門における地球温暖化対策について
○概要
　　　　・本協議会の場を活かすため、各構成員から家庭部門における温室効果ガス削減の取組みについて、自由に意見を出すよう促した。
　　　　・家庭部門における地球温暖化対策の世界・国・大阪府の目標を示し、消費者側の選択と
行動の重要性を説明した。また、大阪府の家事従事者を対象とした取組みについての今後の予定を紹介した。
　　　　○主な意見等

　　　　＜家庭の省エネ啓発＞

　　　　　 ・オフィスワーカーも省エネ啓発の対象者として重要。

　　　　　　・子どもを対象に、ゲームやアニメとタイアップして、ゲームを楽しみながら省エネができるものが

いいのではないか。

　　　　　・ナッジデザインを大阪の公共の場に取り入れてはどうか。

　　　　　・芸能人や人気ブロガーと連携して情報発信することで、エコなライフスタイルに対するイメージ

向上ができるのではないか。

　　　　　・図書館で省エネ関連の情報誌の配布や、配架するのは効果的ではないか。
　　　　　・省エネはライフスタイルや年齢によって異なるので、自分でデータを見て、自分で有効的な取

り組みについて考えることが大切。

　　　　＜家電製品の買い替え促進＞

　　　　　・買い替えの促進のため、家電量販店などと連携して、売り場に省エネに詳しいエコアドバイザ
ーやうちエコ診断士を設置してはどうか。

　　　　＜住宅の省エネの推進＞

　　　　　・住宅の省エネの推進のため、ZEHの宿泊・生活体験をしてはどうか。

　　　　　・賃貸住宅の省エネについて、建物の環境評価指標とインセンティブが連動するような仕組み

はどうか。
　　　　　・外出時にブレーカーを一つ落とせば、家の待機電力が全部落ちる仕組みがほしい。

　　　　＜電力・ガス自由化＞

　　　　　・契約している企業の切替えによって、損得やエコになるのか診断できる身近な仕組みがほし

い。

　　　　＜環境教育の推進＞

　　　　　・ある特定の学年で単発的に環境教育を行うのではなく、段階的に行うことが大切。先生方に

もターゲットを置くことも大事。
　　　　　・やらされるものより、自ら考えて楽しく出来る仕組みが大事。

　　　　　・小学生、中学生と進むにつれて、勉強が忙しくなるため、環境教育に手が回らないという声も

ある。幼児期に環境教育も体験学習の機会を設けたらどうか。

②環境・エネルギー教育の推進について
　　　　　○概要
・今年度に大阪府が実施した教材冊子の配布、出前講座、教育庁との連携についてとりま

とめ、来年度の予定について説明した。
・各小学校が実施しているエネルギー・地球温暖化についての事例と、民間等の環境教育プログラムの活用状況について説明した。

・環境・エネルギー教育の教材冊子の改定案について説明した。
③電力・ガスシステム改革について
○概要
　・電力及び都市ガスの小売全面自由化の現状について紹介した。

　・国民生活センターのガス小売全面自由化についての報道発表について紹介した。
　　　　
以　上
